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ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
始
ま
っ
て
以
降
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
デ
ジ
タ
ル
戦
線
に
お
け
る
奮
闘
が
熱
い
注
目
を
集
め
て
い
る
。

Ｉ
Ｔ
軍
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
軍
の
創
設
、
ロ
シ
ア
軍
の
動
き
を
通
報

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
空
襲
警
報
ア
プ
リ
の
開
発
運
用
な
ど
は
、
デ
ジ

防
衛
研
究
所
主
任
研
究
官

河
野
桂
子

揺
る
が
な
い
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
「
情
報
戦
」
に
お
け
る
優
位
。

そ
れ
を
支
え
る
強
靱
な
分
散
型
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
た

先
進
Ｉ
Ｔ
国
家
エ
ス
ト
ニ
ア
は
、
Ｅ
Ｕ
の
Ｄ
Ｘ
化
の
中
心
で
、

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
サ
イ
バ
ー
防
衛
協
力
セ
ン
タ
ー
も
配
置
さ
れ
る
。

最
新
の
動
き
は
、
懸
念
は
何
か
。
現
地
か
ら
報
告
す
る
。

こ
う
の　

け
い
こ　

上
智
大
学
博
士
後
期
課

程
修
了
（
法
学
博
士
）。
同
大
学
助
手
、
米
国

海
軍
大
学
客
員
研
究
員
、Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
サ
イ
バ
ー

防
衛
協
力
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｃ
Ｏ
Ｅ
）
国
際

法
研
究
員
を
経
て
現
在
防
衛
研
究
所
勤
務
。

近
著
論
文
「
サ
イ
バ
ー
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
各
国
法
制
の
比
較
」（N

ATO
 CCDCOE 

w
ebsite

）。

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ 

Ｃ
Ｃ
D
Ｃ
Ｏ
Ｅ
の
サ
イ

バ
ー
演
習
に
集
ま
っ
た
「
国
際
法

ト
ラ
ッ
ク
」
の
面
々

デ
ジ
タ
ル
国
家
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
強
靱
性

—
—

サ
イ
バ
ー
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
欧
州
最
前
線
か
ら
の
報
告 レ

ジ
リ
エ
ン
ス
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タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
省
が
主
導
し
て
進
め
る
策
の

ほ
ん
の
一
例
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
筆
者
が
エ
ス
ト
ニ
ア
滞
在
で
見

聞
き
し
た
経
験
か
ら
、
そ
の
強
靭
性
の
秘
密
に
迫
っ
て
み
た
い
。

　

エ
ス
ト
ニ
ア
は
電
子
政
府
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
し
て
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
が
、
実
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
の
中

核
的
支
援
者
と
し
て
も
非
常
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
現

在
進
行
中
の
複
数
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
も
、
ｅ
ガ
バ
ナ
ン
ス
・

ア
カ
デ
ミ
ー
（e-Governance A

cadem
y

：
ｅ
Ｇ
Ａ
）
と
い
う

組
織
（
エ
ス
ト
ニ
ア
政
府
、
オ
ー
プ
ン
社
会
基
金
、
お
よ
び
国
連
開

発
計
画
〔
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
〕
が
共
同
で
設
立
し
た
非
営
利
団
体
）
が
手
が

け
る
二
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
、
筆
者
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
チ
ー

ム
長
を
務
め
る
マ
リ
・
ペ
ダ
ッ
ク
さ
ん
（
エ
ス
ト
ニ
ア
人
）
お
よ
び

同
チ
ー
ム
の
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
サ
ブ
チ
ー
ム
長
を
務
め
る

ユ
ー
リ
・
カ
プ
ウ
ー
テ
ィ
ン
さ
ん
（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
、
現
在
キ
ー
ウ

在
住
）
に
、
五
月
二
〇
日
、
お
話
を
伺
う
機
会
を
得
た
。

分
散
処
理
が
攻
撃
へ
の
強
み
、
国
家
情
報
シ
ス
テ
ム

　

Ｉ
Ｔ
の
知
識
や
技
術
は
一
朝
一
夕
に
身
に
つ
く
も
の
で
は
な
い
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
分
野
の
教
育
は
エ
ス
ト
ニ
ア
同
様
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
で
も
一
九
九
一
年
の
独
立
後
し
ば
ら
く
し
て
始
ま
っ
て
お

り
、
そ
の
こ
と
は
、
現
在
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
の
内
外
で
活
躍
す
る
Ｉ

Ｔ
専
門
家
の
多
く
が
三
〇
代
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
推
測
で
き
る
。
し

か
し
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
と
し
て
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
は
ユ
ー
ロ
マ

イ
ダ
ン
革
命
（
二
〇
一
四
年
）
で
の
新
政
府
成
立
を
待
た
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
サ
イ
バ
ー
／
デ
ジ
タ

ル
攻
撃
が
、
一
四
年
以
降
恒
常
化
し
て
い
た
こ
と
も
、
こ
の
デ
ジ
タ

ル
化
（
い
わ
ば
「
Ｄ
Ｘ
化
」）
の
推
進
力
と
な
っ
て
い
る
。

　

ｅ
Ｇ
Ａ
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
手
が
け
た
、
国
家
情
報
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
シ
ス
テ
ム
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
主
に
二
つ
あ
る
。
第

一
はEGO

V
4U

K
RA

IN
E

（
一
六
〜
二
一
年
）、
第
二
は
現
在
進

行
中
の
後
継
版EU

D
igital4U

A

（
二
〇
〜
二
四
年
）
で
あ
る
。

EGO
V

4U
K

RA
IN

E

は
、そ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を「
人
で
は
な
く
デ
ー

タ
を
走
ら
せ
る
（M

ake the data run, not people

）」
と
し
て

お
り
、
エ
ス
ト
ニ
ア
の
「
Ｘ–

Ｒ
ｏ
ａ
ｄ
」
を
手
本
に
し
て
設
計
し

た
「
ト
レ
ン
ビ
ー
タ
」
な
ど
の
各
種
シ
ス
テ
ム
の
開
発
・
運
用
に
よ
っ

て
、
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
し
て
き
た
。

　
「
ト
レ
ン
ビ
ー
タ
」（T

rem
bita

）
と
は
デ
ー
タ
交
換
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
呼
び
名
は
、
か
つ
て
ウ

ク
ラ
イ
ナ
で
通
信
手
段
と
し
て
も
使
用
さ
れ
た
、
長
さ
四
メ
ー
ト
ル

に
お
よ
ぶ
伝
統
管
楽
器
に
由
来
し
て
い
る
。
筆
者
は
エ
ス
ト
ニ
ア
滞

在
中
、
同
政
府
が
提
供
す
る
数
々
の
電
子
サ
ー
ビ
ス
の
恩
恵
を
享
受

し
た
が
（
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
っ
て
、医
療
ポ
ー
タ
ル
を
最
も
活
用
し
た
。



外交 Vol.73 May/Jun. 2022 50

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
結
果
証
明
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
、
薬
の
処
方
箋
な
ど

全
て
の
医
療
履
歴
が
閲
覧
可
能
で
あ
る
）、
デ
ー
タ
交
換
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
は
、
具
体
的
な
個
別
の
電
子
サ
ー
ビ
ス
の
運
用
を
支
え
る

基
幹
シ
ス
テ
ム
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
エ
ス
ト
ニ
ア
国
民
・
在

住
者
が
ふ
だ
ん
、
Ｘ–

Ｒ
ｏ
ａ
ｄ
を
目
に
す
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど

な
い
が
、
こ
れ
が
な
け
れ
ば
個
別
の
電
子
サ
ー
ビ
ス
が
機
能
し
な
い

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
カ
プ
ウ
ー
テ
ィ
ン
さ

ん
は
、
ト
レ
ン
ビ
ー
タ
の
設
計
維
持
運
用
者
の
一
人
で
あ
り
、
現
在

「
ト
レ
ン
ビ
ー
タ
２
・
０
」
の
立
ち
上
げ
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、
侵
攻

に
対
応
し
て
政
府
の
デ
ー
タ
サ
ー
バ
を
よ
り
安
全
な
場
所
に
移
す
な

ど
、
ま
す
ま
す
増
え
る
業
務
に
日
々
奔
走
し
て
い
る
。

　

ト
レ
ン
ビ
ー
タ
の
特
徴
は
、
常
に
中
枢
の
中
継
地
点
を
経
由
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
中
央
集
約
型
で
は
な
く
、
地
方
分
散
型
で
あ
る
た

め
、
仮
に
あ
る
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
が
破
壊
さ
れ
た
と
し
て
も
、
全
体

と
し
て
の
運
用
が
影
響
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
。
現
在
、
一
六
〇
以

上
の
政
府
機
関
と
州
政
府
と
の
間
が
こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
よ

り
連
結
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
は
首
都
か
ら

遠
く
離
れ
た
過
疎
地
域
に
住
ん
で
い
て
も
首
都
に
い
る
と
同
様
の
電

子
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
詳
細
は
不

明
だ
が
、
個
人
情
報
が
ロ
シ
ア
側
に
漏
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
な
仕

組
み
も
採
用
さ
れ
て
い
る
。

「
ス
マ
ホ
の
中
に
国
家
」
が

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
等
が
電
子
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
す
る
上
で
日
々
接

す
る
の
は
、
実
際
に
は
ト
レ
ン
ビ
ー
タ
で
は
な
く
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
上
の
ア
プ
リ
Ｄ
ｉ
ｉ
ａ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統

領
が
打
ち
出
し
た
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
中
の
国
家
（the state 

in a sm
artphone

）」
構
想
の
下
で
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
省
が
主
導
し
て
進
め
た
政
策
の
一
つ
で
あ
る
。
現
在
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
、
世
界
初
の
電
子
パ
ス
ポ
ー
ト
を
は
じ
め
と
し
て

各
種
の
電
子
証
明
書
類
（
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
運
転
免
許
、
出
生
、
保

険
、
納
税
証
明
書
や
電
子
署
名
が
運
用
中
。
教
育
歴
の
追
加
に
つ
い

て
も
準
備
中
）
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
侵
攻
が
始
ま
っ
て
か
ら
は
、
ロ

シ
ア
軍
の
動
き
を
各
地
の
住
民
が
当
局
に
通
報
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

こ
の
ア
プ
リ
に
追
加
さ
れ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
電
子
政
府
の
成
否
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
限
ら
ず
普
及

率
の
向
上
に
か
か
る
。
筆
者
も
エ
ス
ト
ニ
ア
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府

発
行
の
紙
パ
ス
ポ
ー
ト
を
手
に
す
る
方
々
を
し
ば
し
ば
目
に
し
た
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
ま
だ
十
分
に
使
い
こ
な
せ
ず
、
ア
プ
リ
経
由
の

電
子
サ
ー
ビ
ス
活
用
が
困
難
で
あ
る
住
民
向
け
に
は
、
ｅ
Ｇ
Ａ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
別
途
「
ビ
ュ
リ
ッ
ク
（V

ulyk

）」
と
い
う
シ

ス
テ
ム
が
開
発
運
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
各
州
の
行
政
サ
ー
ビ
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ス
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
設
置
さ
れ
た
情
報
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
ト
レ

ン
ビ
ー
タ
と
接
続
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
ア
プ
リ
を
使
い
こ
な
せ
な

い
住
民
は
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
に
出
向
い
て
地
方
行
政
職
員
の
助
け
を

得
な
が
ら
、
各
種
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
外
へ
の
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
中
、
必
要
な
証

明
書
類
や
財
産
を
携
行
で
き
な
い
場
合
も
多
い
。そ
う
だ
と
し
て
も
、

政
府
が
各
国
民
の
個
人
情
報
を
安
全
に
維
持
管
理
し
、
必
要
に
応
じ

て
海
外
か
ら
各
種
手
続
き
の
申
請
や
証
明
書
を
入
手
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
ま
た
各
個
人
が
財
産
を
仮
想
通
貨
な
ど
電
子
的
手
段
で
保

有
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
い
く
ぶ
ん
か
は
戦
時
下
の
不
自
由
さ
を

軽
減
で
き
る
に
違
い
な
い
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
は
、
暗
号
資
産
に
関

す
る
法
令
の
制
定
に
よ
っ
て
、
国
民
な
ど
の
暗
号
資
産
口
座
開
設
を

容
易
に
し
た
だ
け
で
な
く
、
海
外
か
ら
の
多
額
の
寄
付
の
獲
得
に
も

成
功
し
て
お
り
、
侵
攻
開
始
後
の
三
週
間
で
、
そ
の
額
は
仮
想
通
貨

約
五
四
〇
〇
万
米
ド
ル
に
達
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

電
子
政
府
化
の
自
助
努
力
と
協
働

　

話
を
ｅ
Ｇ
Ａ
に
戻
す
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
（
特
にE

U
D

igital
4UA

の
“
Ｅ
Ｕ
”）
が
示
す
通
り
、
二
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
欧
州

連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
の
財
政
的
支
援
を
基
盤
に
し
て
い
る
。
ｅ
Ｇ
Ａ
は
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
運
営
を
任
さ
れ
て
お
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
チ
ー
ム
は
現

在
約
五
〇
名
弱
の
専
門
家
が
個
別
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
国

籍
は
多
岐
に
わ
た
り
、
カ
プ
ウ
ー
テ
ィ
ン
さ
ん
を
は
じ
め
一
〇
名
弱

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
メ
ン
バ
ー
が
、
現
在
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
内
に
と
ど

ま
り
業
務
に
従
事
し
て
い
る
。
カ
プ
ウ
ー
テ
ィ
ン
さ
ん
は
黒
海
沿
岸

都
市
オ
デ
ー
サ
の
出
身
で
、
現
在
も
ご
家
族
が
居
住
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。
他
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
ス
タ
ッ
フ
も
同
様
の
状
況
に
置

か
れ
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
、ご
本
人
お
よ
び
ご
家
族
の
安
全
は
、

決
し
て
保
障
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
中
、
ｅ
Ｇ
Ａ
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
の
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
省
や
国
家
特
別
通
信
情
報
保
護
局
（
Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｐ
）
な
ど
二
〇
以
上
の
政
府
機
関
と
協
同
連
携
し
て
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
政
府
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
、
よ
り
推
進
さ
せ
る
こ
と
を
支
援
し

て
い
る
。
個
別
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
機
関
や
人
物
を
戦
時
下
で
一
層

の
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
具
体
的
な
言
及
は
差
し
控
え

る
が
、
エ
ス
ト
ニ
ア
人
関
係
者
は
み
な
口
を
揃
え
て
、「
Ｅ
Ｕ
や
個

別
の
欧
州
諸
国
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
し
て
一
方
的
に
知
見
や
技
術
を

施
し
た
の
で
は
な
く
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
自
助
努
力
で
デ
ジ
タ
ル
・
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
し
た
」
と
い
う
見
方
を
示
し
て

い
た
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　

エ
ス
ト
ニ
ア
国
内
の
議
論
と
し
て
よ
く
聞
か
れ
る
の
は
、「
デ
ジ
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タ
ル
化
の
成
否
の
鍵
は
、国
家
の
規
模
で
は
な
い
」
と
い
う
意
見
だ
。

つ
ま
り
、エ
ス
ト
ニ
ア
が
小
さ
い
国
だ
か
ら
成
功
し
た
の
で
は
な
く
、

四
〇
〇
〇
万
人
以
上
の
人
口
を
抱
え
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
あ
っ
て
も
そ

れ
は
十
分
に
実
現
可
能
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
で
は
何
が
決
定
的
な

要
素
な
の
か
。
ペ
ダ
ッ
ク
さ
ん
は
「
政
府
の
側
の
意
識
変
革
、
こ
の

問
題
に
取
り
組
む
意
欲
」
だ
と
答
え
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
こ
の
ほ

か
、
国
内
外
の
人
の
移
動
（
適
材
適
所
）
や
交
流
が
活
発
で
あ
る
事

情
も
寄
与
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
、
各

省
庁
に
「
最
高
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ

サ
ー
」（Chief D

igital T
ransform

ation O
ffi

cer

〔
Ｃ
Ｄ
Ｔ
Ｏ
〕）

と
い
う
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
職
務
と
す
る

序
列
第
二
位
の
幹
部
を
置
き
、
Ｃ
Ｄ
Ｔ
Ｏ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築

さ
れ
て
い
る
。
官
位
が
高
い
の
は
、
序
列
が
低
い
と
、
そ
の
意
見
が

組
織
で
反
映
さ
れ
な
い
恐
れ
が
あ
る
か
ら
と
い
う
理
由
で
あ
り
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
政
府
の
「
本
気
度
」
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
エ
ス
ト
ニ
ア
に

お
い
て
も
、
人
材
の
流
動
性
を
実
感
す
る
。
こ
れ
は
Ｅ
Ｕ
圏
内
で
は

日
常
の
風
景
だ
が
、
Ｅ
Ｕ
非
加
盟
国
で
あ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
こ
の
例

は
、
日
本
に
も
大
い
に
示
唆
を
与
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ち
な
み
に
、
ｅ
Ｇ
Ａ
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
み
な
ら
ず
世
界
一
三
〇
か

国
以
上
の
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
関
与
し
て
お
り
、
対
象
国
の
中
に
は
自
然
災
害
の
災
禍

に
見
舞
わ
れ
て
い
る
国
も
含
ま
れ
る
。
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
危
機

的
状
況
に
お
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
政
府
の
機
能
は
よ
り
強
靭

性
を
発
揮
す
る
と
い
う
議
論
が
、
本
年
五
月
中
旬
に
開
催
さ
れ
た
ｅ

Ｇ
Ａ
年
次
会
合
で
披
露
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
は
単
に
利
便
性
を
追
求
す
る
だ
け
で
終
わ
ら

な
い
。
例
え
ば
、EU

D
igital4U

A

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
そ
の
構

成
要
素
と
し
て
、
カ
プ
ウ
ー
テ
ィ
ン
さ
ん
が
担
当
す
る
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
お
よ
び
デ
ー
タ
保
護
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
ウ
ク
ラ

イ
ナ
政
府
は
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
対
す
る
抗こ

う
た
ん堪

性（survivability

）

の
向
上
と
い
う
観
点
か
ら
刑
法
を
改
正
し
、
民
間
の
Ｉ
Ｔ
専
門
家
が

政
府
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
や
シ
ス
テ
ム
の
脆
弱
性
を
自
由
に
探
索
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

重
要
性
増
す
「
サ
イ
バ
ー
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
演
習
」

　

カ
プ
ウ
ー
テ
ィ
ン
さ
ん
の
重
要
な
任
務
の
ひ
と
つ
に
「
サ
イ
バ
ー

演
習
」
が
あ
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
人
口
が
多
い
の
で
、
ｅ
Ｇ
Ａ
が
研

修
対
象
と
し
て
い
る
の
は
政
府
機
関
職
員
や
重
要
イ
ン
フ
ラ
事
業
者

の
担
当
者
で
あ
り
、
ｅ
Ｇ
Ａ
の
研
修
を
受
け
た
人
間
が
今
度
は
研
修

を
指
導
す
る
立
場
と
し
て
、
よ
り
す
そ
野
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。
演
習
の
形
態
は
、
机
上
演
習
で
は
な
く
、
い
わ
ば

実
弾
演
習
（live-fire

）
に
よ
る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
想
定
し
た
演
習
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で
あ
り
、
こ
れ
は
筆
者
が
属
し
た
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
サ
イ
バ
ー
防
衛
協
力
セ

ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｃ
Ｏ
Ｅ
）
の
演
習
形
態
と
同
じ
で
あ
る
。

　

サ
イ
バ
ー
演
習
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｃ
Ｏ
Ｅ
で
は

旗
艦
サ
イ
バ
ー
演
習
を
二
つ
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
一
つ
が
毎
年
四

月
の
ロ
ッ
ク
ド
シ
ー
ル
ズ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
武
力
攻
撃
事
態
を
必

ず
し
も
扱
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
他
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
演
習
と

は
異
な
り
、
特
定
の
国
家
を
仮
想
敵
と
し
て
名
指
し
し
て
い
る
わ
け

で
も
な
く
、
登
場
人
物
（
国
）
は
す
べ
て
空
想
上
の
も
の
と
し
て
行

わ
れ
る
。

　

今
年
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
米
国
と
組
ん
で
ブ
ル
ー
チ
ー
ム
（
被
研
修

者
）
と
し
て
参
加
を
登
録
し
て
い
た
も
の
の
、
侵
攻
に
よ
っ
て
本
番

へ
の
参
加
は
か
な
わ
な
か
っ
た
。
た
だ
し
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
、
侵
攻
に

対
す
る
目
を
見
張
る
べ
き
強
靭
性
に
鑑
み
る
と
、
今
後
同
演
習
へ
の

参
加
が
実
現
し
た
暁
に
は
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｃ
Ｏ
Ｅ
に
加
盟
申
請

　

三
月
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ 

Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｃ
Ｏ
Ｅ
運
営
委
員
会
は
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
加
盟
手
続
き
開
始
を
承
認
す
る
と
発
表
し
た
。
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｃ
Ｏ
Ｅ

は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
一
関
連
機
関
だ
が
、
侵
攻
で
問
題
に
さ
れ
て
い
る
北

大
西
洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
本
体
へ
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
加
盟
と

は
全
く
関
係
の
な
い
事
象
で
あ
る
。

　

Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｃ
Ｏ
Ｅ
に
お
け
る
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
（
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｃ
Ｏ
Ｅ
ス

ポ
ン
サ
ー
国
）
の
数
が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
、
加
盟
手
続
き
は
長

引
く
こ
と
に
な
り
、
手
続
き
は
最
短
で
も
数
年
は
か
か
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
が
、
加
盟
手
続
き
完
了
前
で
も
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｃ
Ｏ
Ｅ
の
各
種
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
は
可
能
で
あ
り
、侵
攻
が
終
息
し
た
暁
に
は
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
専
門
家
の
派
遣
も
実
現
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

一
口
に
サ
イ
バ
ー
防
衛
と
い
っ
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
の

対
応
が
試
さ
れ
る
。先
般
行
わ
れ
た
ロ
ッ
ク
ド
シ
ー
ル
ズ
演
習
で
は
、

技
術
ト
ラ
ッ
ク
に
お
い
て
は
、
あ
る
欧
州
の
国
の
重
要
イ
ン
フ
ラ
等

が
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
た
と
い
う
想
定
で
、
そ
の
被
害
国
を

支
援
す
る
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
各
国
サ
イ
バ
ー
要
員
（
ブ
ル
ー
チ
ー

ム
）に
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
攻
撃
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
が
進
行
す
る
中
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
防
御
や
ブ
ル
ー
チ
ー
ム
間
で
の
協
力
の
能
力
が

試
さ
れ
た
。
一
方
、筆
者
が
属
す
る「
国
際
法
ト
ラ
ッ
ク
」で
は
、デ
ィ

ス
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
出
題
も
行
わ
れ
た
。
限
ら
れ
た

時
間
の
中
で
、
自
国
ブ
ル
ー
チ
ー
ム
の
作
戦
司
令
官
の
法
的
諮
問
に

対
し
て
ど
の
よ
う
に
回
答
す
べ
き
か
、答
案
を
作
成
し
採
点
さ
れ
る
。

　

日
本
も
ブ
ル
ー
チ
ー
ム
と
し
て
二
度
目
の
参
加
を
果
た
し
、
Ｃ
Ｃ

Ｄ
Ｃ
Ｏ
Ｅ
側
か
ら
の
要
望
を
も
と
に
、
民
間
企
業
か
ら
三
名
の
Ｉ
Ｔ

技
術
者
に
、
本
部
要
員
と
し
て
ご
参
加
い
た
だ
い
た
。
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日
本
の
サ
イ
バ
ー
・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
強
化
は
急
務

　

サ
イ
バ
ー
／
デ
ジ
タ
ル
脅
威
に
対
す
る
抗
堪
性
、
強
靭
性
は
、
日

本
に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
自
然
災
害
が
多
く
発
生
す
る
日
本
に
と
っ
て
、
こ
れ
ら

の
他
国
の
例
は
決
し
て
他
人
事
で
は
な
い
。
二
〇
一
六
年
に
は
熊
本

県
で
地
震
が
発
生
し
た
後
、
動
物
園
か
ら
放
た
れ
た
ラ
イ
オ
ン
が
路

上
を
徘
徊
し
て
い
る
と
い
う
合
成
写
真
が
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
投
稿
さ

れ
、
一
八
年
の
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
の
際
は
、
断
水
、
火
事
場
泥

棒
、
余
震
な
ど
の
誤
情
報
が
流
さ
れ
た
。
国
家
の
規
模
や
デ
ジ
タ
ル

化
の
設
計
思
想
や
進
捗
状
況
な
ど
、
日
本
に
固
有
の
事
情
も
あ
る
に

違
い
な
い
が
、
日
本
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
強
靭
性
は
、
他
国

に
後
れ
を
取
っ
て
い
る
印
象
を
受
け
る
。し
か
し
自
身
を
顧
み
て
も
、

非
常
事
態
時
に
適
切
に
行
動
し
、
デ
ィ
ス
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
に

惑
わ
さ
れ
な
い
で
い
ら
れ
る
か
、
自
信
は
必
ず
し
も
な
い
。

　

た
だ
し
、
筆
者
は
三
年
間
の
欧
州
出
向
で
痛
感
し
た
の
だ
が
、
外

か
ら
は
一
見
一
枚
岩
に
見
え
る
欧
州
諸
国
に
お
い
て
も
、
い
ま
だ
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
へ
の
各
国
の
取
り
組
み
に
は
開
き
が
あ
り
、
ま
た
各

国
固
有
の
言
語
や
文
化
的
背
景
を
理
由
に
、
必
ず
し
も
相
互
理
解
が

十
分
に
進
ん
で
は
い
な
い
。
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
各
国
の
ベ
ス
ト
・

プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
共
有
の
重
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ

る
。
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
分
野
で
例
え
れ
ば
、Ｅ
Ｕ
の「
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
お
よ
び
情
報
シ
ス
テ
ム
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
指
令
（
Ｎ
Ｉ
Ｓ
指

令
）」
の
改
正
手
続
き
（
Ｎ
Ｉ
Ｓ
指
令
２
）
は
、
各
国
間
に
統
一
的

運
用
を
確
保
で
き
な
か
っ
た
初
版
の
反
省
を
契
機
と
し
て
い
る
と
説

明
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ほ
ど
体
制
が
整
備
さ
れ
た
よ
う
に
見
え
る
欧
州
圏
内

に
お
い
て
す
ら
、
常
に
法
的
拘
束
力
の
あ
る
規
則
の
制
定
が
約
束
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
（
例
と
し
て
は
、
５
Ｇ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に

関
す
る
Ｅ
Ｕ
ツ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
）。具
体
的
な
文
脈
で
何
が
サ
イ
バ
ー

／
デ
ジ
タ
ル
脅
威
な
の
か
の
評
価
は
、
確
か
に
各
国
で
異
な
る
場
合

も
あ
り
う
る
。
し
か
し
、
日
本
の
現
状
を
見
る
と
、
よ
り
デ
ジ
タ
ル

イ
ン
フ
ラ
の
抗
堪
性
を
高
め
る
た
め
に
他
国
に
学
ぶ
と
こ
ろ
が
多
く

あ
り
、
逆
に
日
本
が
各
国
に
提
供
で
き
る
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

も
あ
る
だ
ろ
う
。
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
に
向
か
う
中
、
今
に
も
増
し
て

各
国
と
の
知
的
交
流
が
前
進
し
、
こ
の
課
題
に
対
す
る
日
本
社
会
の

強
靭
性
が
よ
り
向
上
す
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

　

最
後
に
、
業
務
多
忙
の
中
、
ま
た
自
ら
の
安
全
す
ら
決
し
て
万
全

と
言
え
な
い
ま
さ
に
危
機
的
な
状
況
に
お
い
て
、
快
く
時
間
を
割
い

て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
け
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
を
し
て
下
さ
っ

た
ペ
ダ
ッ
ク
さ
ん
と
カ
プ
ウ
ー
テ
ィ
ン
さ
ん
に
は
心
か
ら
感
謝
の
意

を
表
し
た
い
。
●




